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ア
ー
ト
で
満
ち
る
、
５
月
の
秦
野

　
初
夏
の
光
が
丹
沢
の
山
並
み
を
鮮
や
か
に
染
め
抜
く
５
月
―
。
秦
野
の
街
は
、
一
年
で
最

も
色
彩
豊
か
な
季
節
を
迎
え
る
。
こ
の
時
期
、
秦
野
に
は
「
五
月
祭
」
と
「
丹
沢
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
」
と
い
う
、
２
つ
の
芸
術
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
本
特
集
で
は
両
イ

ベ
ン
ト
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
支
え
続
け
て
き
た
主
催

者
た
ち
の
思
い
と
、
四
半
世
紀
近
く
に
わ
た
り
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
秦
野
の
豊
か
な
文
化

土
壌
を
紐
解
い
て
い
く
。

　
「
五
月
は
秦
野
盆
地
が
美

術
館
に
な
る
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
「
五
月
祭
」
は
、

今
年
で
22
回
目
の
開
催
。
５

月
１
日
㈮
～
31
日
㈰
の
間

に
、
市
内
大
小
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
が
作
品
の
展
示
な

ど
を
行
う
。
宮
永
岳
彦
記
念

美
術
館
や
、
秦
野
市
農
業
協

同
組
合
（
Ｊ
Ａ
は
だ
の
）
も

参
加
し
て
い
る
。

　
リ
ン
ク
フ
リ
ー
の
芸
術
祭

で
あ
り
、
実
行
委
員
会
を
設

け
な
い
運
営
が
大
き
な
特

徴
。
出
展
者
の
一
つ
で
も
あ

丹沢アートフェスティヴァルの会長
を務める竹村さん

る
ア
ト
リ
エ
菩
提
樹
（
菩
提

２
９
５
）
の
み
が
連
絡
事
務

局
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
の

窓
に
一
枚
の
絵
と
い
っ
た
よ

う
な
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

も
参
加
で
き
、
参
加
の
ル
ー

ル
は
シ
ン
プ
ル
で
、
「
五
月

祭
の
名
称
を
冠
す
る
展
示
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
」
「
他
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

支
援
し
、
批
判
し
な
い
」

「
来
訪
者
の
希
望
に
よ
り
記

念
の
ス
タ
ン
プ
を
押
す
」

「
自
己
責
任
、
自
己
完
結
に

よ
り
活
動
す
る
」
の
４
つ
の

み
。
参
加
者
の
自
主
性
に
任

せ
た
、
自
由
な
芸
術
祭
だ
。

祇
園
祭
が
モ
チ
ー
フ

　
ア
ト
リ
エ
菩
提
樹
は
小
泉

光
太
郎
さ
ん
・
和
江
さ
ん
夫

妻
が
運
営
し
、
五
月
祭
の
発

起
人
も
両
夫
妻
。
和
江
さ
ん

に
よ
る
と
、
実
は
五
月
祭
は

京
都
の
祗
園
祭
が
モ
チ
ー
フ

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
祇
園
祭
の
宵
山
の
時
期
に

は
、
街
に
あ
る
旧
家
・
老
舗

が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵
す
る
美

術
品
・
調
度
品
な
ど
を
飾

り
、
公
開
す
る
文
化
が
あ
る

ん
で
す
。
自
分
た
ち
の
お
宝

を
訪
れ
た
人
に
見
せ
る
、
そ

の
風
習
を
秦
野
で
も
や
り
た

い
と
い
う
夫
の
ア
イ
デ
ア
か

ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
」
と
和

江
さ
ん
。
京
都
と
秦
野
は
、

「
盆
地
」
と
い
う
地
形
の
共

通
点
も
あ
る
。
祗
園
祭
の
よ

う
に
１
カ
月
の
間
、
「
盆
地

全
体
を
美
術
館
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
五
月
祭

は
生
ま
れ
た
。

茶
畑
も
ア
ー
ト

　
22
回
目
の
開
催
と
な
る

「
五
月
祭
２
０
２
６
」
は
、

市
内
12
カ
所
が
会
場
に
。

「
お
宝
を
見
せ
る
」
と
い
っ

た
祗
園
祭
の
趣
旨
に
近
い
、

意
外
な
出
展
作
品
も
あ
る
。

今
回
も
参
加
し
て
い
る
菩
提

の
「
緑
茶
工
房
わ
さ
び
や
」

（
菩
提
９
０
８
）
は
、
新
茶

の
時
期
に
合
わ
せ
、
茶
畑
の

里
風
景
全
体
を
ア
ー
ト
作
品

と
し
て
出
展
す
る
。
秦
野
の

名
産
の
一
つ
で
あ
る
茶
畑
の

風
景
は
、
ま
さ
に
秦
野
な
ら

で
は
の
「
お
宝
」
。
創
作
し

た
芸
術
品
以
外
も
、
幅
広
く

ア
ー
ト
と
捉
え
る
。

　
１
つ
の
会
場
で
、
複
数
の

展
示
や
ア
ー
ト
が
楽
し
め
る

会
場
が
あ
る
こ
と
も
、
五
月

祭
な
ら
で
は
。
建
物
自
体
が

国
登
録
有
形
文
化
財
の
Ｃ
ａ

ｆ
ｅ
い
が
ら
し
（
本
町
２
の

４
の
９
）
で
は
、
室
内
の
見

学
の
ほ
か
、
版
画
・
油
彩
・

水
彩
・
ミ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア

作
品
展
と
秦
野
座
・
大
秦
野

駅
の
模
型
の
復
元
展
示
が
行

わ
れ
る
。
５
月
22
日
㈮
午
後

２
時
～
３
時
は
参
加
費
２
千

円
で
尺
八
の
演
奏
と
ド
リ
ン

ク
が
楽
し
め
る
。
ま
た
、
白

笹
稲
荷
神
社
で
は
、
４
月
29

日
㈬
・
５
月
６
日
㈬
・
31
日

㈰
に
骨
董
蚤
の
市
、
４
月
29

日
～
５
月
６
日
に
、
絵
画
展

示
の
「
し
ろ
ひ
げ
塾
塾
生

展
」
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の

他
の
会
場
や
出
展
内
容
は
、

公
共
施
設
等
に
配
架
さ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
で
確

認
で
き
る
。

　
今
年
で
発
足
か
ら
20
周
年

を
迎
え
る
の
が
、
丹
沢
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
。
今

年
は
４
月
29
日
㈬
～
５
月
31

日
㈰
の
期
間
、
秦
野
市
を
中

心
に
、
小
田
原
市
、
平
塚

市
、
大
磯
町
な
ど
40
カ
所
が

会
場
に
。
絵
画
、
陶
芸
、
写

真
、
彫
刻
、
布
工
芸
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
展
示
や
ワ
ー
ク

秦野盆地が芸術の舞台
五月祭

秦
野
盆
地
が
芸
術
の
舞
台 

五
月
祭

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。

　
準
備
は
、
会
長
の
竹
村
健

さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
コ
ア

メ
ン
バ
ー
15
人
が
１
年
を
か

け
て
行
う
。
竹
村
さ
ん
自
身

が
木
版
画
・
刻
画
の
作
家
で

も
あ
る
よ
う
に
、
コ
ア
メ
ン

バ
ー
も
全
員
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
。
月
１
回
程
度
の
会
議
を

重
ね
て
準
備
を
進
め
て
い
く

の
だ
が
、
「
全
員
自
分
の
こ

だ
わ
り
が
あ
る
の
で
、
当
然

ぶ
つ
か
る
ん
で
す
よ
ね
」
と

竹
村
さ
ん
。
「
だ
け
ど
、
良

い
も
の
を
作
り
た
い
思
い
は

あ
る
し
、
分
担
し
て
作
業
で

き
る
。
最
後
は
反
省
会
も
し

て
い
て
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
防

ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

山
と
海
を
つ
な
ぐ

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
一
つ
が
「
ア
ー
ト
を
見

つ
け
て 

海
の
ま
ち 

山
の
ま

ち
」
。
秦
野
市
以
外
の
自
治

体
も
会
場
と
な
る
の
は
、
竹

村
さ
ん
な
ら
で
は
の
考
え
が

あ
る
。

　
竹
村
さ
ん
は
広
島
県
生
ま

れ
、
藤
沢
市
育
ち
。
現
在
は

大
磯
町
在
住
で
、
秦
野
市
と

の
縁
は
寿
町
に
あ
る
丹
沢
美

術
館
へ
の
出
入
り
を
契
機
に

生
ま
れ
た
。
「
山
側
の
ま
ち

と
海
側
の
ま
ち
は
、
違
っ
た

雰
囲
気
を
持
っ
て
い
て
そ
れ

ぞ
れ
魅
力
が
あ
る
」
と
話

す
。
丹
沢
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
ヴ
ァ
ル
を
広
域
エ
リ
ア

で
行
う
の
も
、
ア
ー
ト
作
品

の
鑑
賞
を
き
っ
か
け
に
「
山

側
と
海
側
、
そ
れ
ぞ
れ
に
住

む
人
が
行
き
来
す
る
こ
と

で
、
ア
ー
ト
を
中
心
と
し
た

大
き
な
う
ね
り
が
生
ま
れ
た

ら
」
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る

と
い
う
。

｢

芸
術
に
垣
根
な
い｣

　
ま
た
、
出
展
作
品
の
基
準

を
設
け
な
い
こ
と
も
同
イ
ベ

ン
ト
の
特
徴
。
基
準
を
設
け

節目の年迎える
丹沢アートフェス

節
目
の
年
迎
え
る 

丹
沢
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

よ
う
と
す
る
声
も
あ
る
が
、

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
権
威
あ
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
小
学
生

の
作
品
ま
で
、
制
限
を
設
け

ず
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

「
例
え
ば
、
使
わ
な
く
な
っ

た
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し
て
小

物
や
作
品
を
つ
く
る
。
こ
れ

だ
っ
て
立
派
な
ア
ー
ト
だ
と

思
う
ん
で
す
」
と
竹
村
さ

ん
。
今
回
、
作
成
し
た
20
周

年
を
記
念
し
た
丹
沢
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
の
冊
子

表
紙
も
、
第
17
回
開
催
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で

行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵

を
も
と
に
し
て
い
る
。
ア
ー

ト
に
垣
根
は
な
い
と
い
う
思

い
が
、
根
底
に
あ
る
。

　
今
年
は
20
周
年
企
画
と
し

て
16
人
の
彫
刻
家
の
作
品
を

展
示
す
る
「
丹
沢
棚
田
野
外

彫
刻
展
」
、
５
人
の
版
画
家

に
よ
る
「
５
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

展
」
、
「
黒
澤
明
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
」
上
映
の
３
つ
の

企
画
も
実
施
予
定
だ
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
４
月

25
日
㈯
、
イ
オ
ン
秦
野

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
く

す
の
き
広
場
で
行
わ
れ
る
。

会
場
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ
を

13
個
集
め
る
と
、
記
念
品
と

の
交
換
も
。
そ
の
他
の
会
場

や
出
展
内
容
は
、
同
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認

で
き
る
。

五月祭のチラシ

五月祭のチラシ 丹沢アートフェスティヴァルの冊子の表紙

丹沢アートフェスティヴァルの冊子の表紙

五月祭連絡事務局・アトリエ菩提樹
の小泉さん
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若
冲
作
品
、
西
陣
織
で
再
現

13
日
～

　宮
永
岳
彦
記
念
美
術
館

　
西
陣
美
術
織
工
房
の
全
国

巡
回
展
「
西
陣
美
術
織
　
若

冲
　
動
植
綵さ

い
え絵
展
」
が
５
月

13
日
㈬
～
17
日
㈰
、
宮
永
岳

彦
記
念
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
行
わ
れ
る
。
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
４

時
ま
で
）
。
入
場
無
料
。

　
西
陣
織
の
魅
力
を
広
め
、

伝
統
技
術
の
継
承
と
後
継
者

の
育
成
を
目
指
す
織
元
の
西

陣
美
術
織
工
房
が
、
仏
像
・

絵
画
・
風
景
な
ど
を
織
物
で

表
現
す
る
新
し
い
工
芸
分
野

の
西
陣
美
術
織
を
開
拓
。
２

０
１
７
年
に
西
陣
織
が
５
５

０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
、
江
戸
時
代
中
期
に
京

都
で
活
躍
し
た
絵
師
・
伊
藤

若
冲
の
絵
画
に
挑
戦
し
た
。

　
会
場
に
は
若
冲
の
釈
迦
三

尊
像
や
動
植
綵
絵
を
、
西
陣

織
の
伝
統
技
術
で
織
り
上
げ

た
全
30
点
が
並
ぶ
。

　
１
作
品
に
髪
の
毛
の
半
分

ほ
ど
の
絹
糸
13
～
15
色
を
縦

２
７
０
０
本
、
横
１
万
５
千

本
ほ
ど
使
っ
て
織
り
、
若
冲

の
色
彩
表
現
を
再
現
し
た
。

緻
密
な
織
の
立
体
美
は
、
会

場
に
あ
る
ル
ー
ペ
で
確
認
で

き
る
。

　
問
い
合
わ

せ
は
同
巡
回

展
実
行
委
員

会
☎
０
７

５
・
５
４

８
・
７
５
０

５
へ
。

イベントのチラシ




